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Autodesk Geospatialアプ
リケーション

概要

カスタム地理空間ソリューションでは、さまざまなアプリケーションを使用して

作成された複数のソースから取得したデータを、複雑なワークフローで処理しま

す。顧客のビジネスプロセスへの地理空間テクノロジの統合では、必要条件とデー

タの整合性が明確になっていることが、重大な課題です。開発者は、予定通りに

開発を完了させるために必要なツールを、技術的なドキュメンテーション、事例、

あるいはコミュニティで共有されている専門知識を頼りに選択します。

オートデスクが提供するすべての製品は、複雑な環境でのソリューション開発を

スムーズに進めるための課題に合わせて設計されています。これらの製品では、

さまざまな形式の地理空間データやエンジニアリングデータを複数のシステムで

扱うことができます。豊富な種類のアプリケーションプログラミングインタフェー

ス(API)とスクリプトツールを使用すれば、新しい機能の追加、ワークフロー統合
の改善、新しい種類のデータへのアクセスなど、さまざまな製品のカスタマイズ

が可能です。

このガイドでは、以下の内容について説明します。

■ 主要な Autodesk Geospatial 製品ラインの概要

■ Geospatial 製品ラインの関連製品とオプション製品の概要

■ 各製品の用途範囲と利用可能なカスタマイズオプションの説明

1
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Geospatial製品ライン
Autodesk Geospatial 製品ラインで提供している機能はさまざまであり、デスク
トップ上またはインターネット経由で地理空間データの作成、編集、配布、およ

び分析のための製品があります。

主要な Geospatial製品
説明製品

マップ作成 /編集用デスクトップアプリ
ケーションです。AutoCAD Map 3Dには、

AutoCAD® Map 3D

AutoCADのすべての機能と地理空間デー
タを扱うための追加の機能が組み込まれ

ています。

マップの表示と分析用Webベースアプリ
ケーションです。複数ソースからのデー

Autodesk MapGuide® Enterpriseおよび
MapGuide Open Source

タを組み合わせて 1つのマップにし、イ
ンターネットやイントラネットで共有し

ます。2種類のビューアが付属していま
す。AJAX Viewerは、あらゆるオペレー
ティングシステム上で動作するほとんど

のブラウザと同じように機能します。DWF
Viewerは、Windows上で Internet
Explorerのプラグインとして機能します。

AutoCAD Map 3Dと Autodesk MapGuide
Enterpriseを基盤として設計された

Autodesk Topobase™

Topobase (日本未発売)では、特定の業界
のルールに基づいて最適化されたインフ

ラと資産を管理するツールを提供します。

Topobaseには、デスクトップベースのク
ライアントとWebベースのクライアント
に加え、特定の業界向けにカスタマイズ

されたいくつかのツールキットが組み込

まれています。
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主要な Geospatial 製品のすべてに、フィーチャデータオブジェクト(FDO)デー
タアクセステクノロジが組み込まれています。FDO は、地理空間情報が格納さ
れている場所に関係なく、それらの情報の処理、定義、分析を行うための API
です。FDO は、さまざまな地理空間データソースをサポートするプロバイダ
ベースモデルを使用します。各プロバイダは、1 つまたは複数のデータ形式ま
たはデータストアをサポートしています。

関連製品とオプション製品

説明製品

製図ソフトウェアの世界標準です。

AutoCADは、AutoCAD Map 3Dの 2Dお
AutoCAD®

よび3Dデザインプラットフォームの基礎
となっているソフトウェアであり、

AutoCAD Map 3Dのデスクトップクライ
アントにも組み込まれています。

ラスターデータの編集と変換機能を提供

する AutoCADおよび AutoCAD Map 3D
用オプション製品です。

AutoCAD® Raster Design

図面ファイルのレビューとマークアップ

を行うためのスタンドアロン製品です。

Autodesk® Design Review

地理情報を含むファイルの場合、Design
Reviewでは、GPS座標を使用して、リ
アルタイムに位置を表示することができ

ます。

特定の市場に合わせたAutoCADベースの
カスタムソフトウェア製品を開発するた

AutoCAD® OEM

めのツールを提供するCAD開発プラット
フォームです。AutoCAD OEMを使用す
ることで、開発者はユーザの要望どおり

の機能を提供する AutoCADアプリケー
ションを作成することができます。

C++や .NET開発者が AutoCAD® DWG™

や DXF™のファイルを表示および編集す

Autodesk RealDWG™

Geospatial製品ライン | 3



説明製品

るときに必要なソフトウェアライブラリ

です。

C++開発者が 2Dと 3Dの Design Web
Format (DWF)ファイルを表示および編集

Autodesk DWF™ Toolkit

するときに必要なソフトウェアライブラ

リです。

AutoCAD® Map 3D
AutoCAD Map 3D は、デスクトップベースのマップ作成 / 編集プログラムで
す。CAD ベースのエンジニアリングデータや GIS ベースのマッピングデータ
の編集を担当するデータ管理スタッフは、これらの作業を行う際に、それぞれ別

のソフトウェアプログラムを使用するというのが従来の環境でした。AutoCAD
Map 3D では、CAD データと GIS データの編集と表示が同じアプリケーション
から実行可能です。AutoCAD Map 3D に組み込まれているデータ管理機能に
よって、ユーザは、CAD と GIS との間で共通する多くのワークフローを 1 つの
ソフトウェア環境ですべて完了することができるようになっています。

AutoCAD Map 3D は、AutoCAD を基盤に構築されているため、AutoCAD の
コマンドを使用して CAD データを直接処理します。さらに、AutoCAD によっ
て、データ処理のワークフローも大幅に改善されています。たとえば、複数の

DWG ファイルから 1 つのセッションにオブジェクトをインポートし、それらの
ファイル内でオブジェクトを編集した後、元のファイルにその変更を保存するこ

とができます。

AutoCAD Map 3D を使用すると、CAD 図画オブジェクトに GIS データの属性
と似た属性を持たせることが可能です。また、正確な GIS 分析に必要とされる
指数を CAD データに追加してオブジェクトを分類し、注釈を付けることもでき
ます。

さらに、図面オブジェクトでの作業の拡張機能に加え、AutoCAD Map 3D で
は、FDO でサポートされているすべての形式の地理空間データの読み取り、書
き込み、編集も可能です。GIS データは、AutoCAD の標準的な操作や精密な編
集ツールを使用して編集することができます。変更内容は、データソースのネ

イティブ形式で書き込まれます。
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AutoCAD Map 3D のカスタマイズは、通常、アプリケーション内で起動する拡
張機能またはアドオンの形式で新しく提供され、追加の設定なしにそのまま簡単

に使用できるようになっています。AutoCAD Map 3D の拡張機能をカスタマイ
ズすることにより、独自のデータ形式のインポート、反復解析の合理化、表示の

簡素化などが可能になります。

関連情報: AutoCAD Map 3D の詳細については、以下のサイトを参照してくだ
さい。

■ www.autodesk.co.jp/map3d

Autodesk MapGuide Enterpriseおよび
MapGuide Open Source

Autodesk MapGuide Enterprise は、空間情報を簡単にすばやく配信し、コスト
効率の高い強力なプラットフォームを提供します。MapGuide Open Source を
基盤にしている Autodesk MapGuide Enterprise には、展開を簡単にし、開発を
柔軟に行うためのオプションが用意されています。

MapGuide Open Source は、Open Source Geospatial
Foundation(mapguide.osgeo.org)が運営するオープンソフトウェア開発プロジェ
クトです。このプロジェクトは、Autodesk が提供したコードに基づいており、
現在も Autodesk と地理空間に関するコミュニティのメンバーによって開発とサ
ポートが行われています。Autodesk MapGuide Enterprise のコードは、
MapGuide Open Source と多くを共有し、さらに有償でのサポート、サービス、
品質保証が行われています。

MapGuide 製品を使用すれば、インターネット上や安全な配信環境でのマッピ
ングデータの利用が可能です。リモートユーザは、標準の Web ブラウザを使
用して MapGuide サイトに接続します。接続すると、ブラウザウィンドウに
MapGuide Viewer が表示されます。ビューアには、画面移動、ズーム、選択な
ど、標準的な操作の多くがツールとして組み込まれています。追加のツールは、

ASP .NET、PHP、または Java/JSP の開発環境下で MapGuide Web API を使用
して作成することができます。

Autodesk MapGuide Studio は、インターネット上での配信用にマップと地理空
間データを用意する手順のすべてを管理することができるコンパニオン製品で

す。MapGuide Studio 使用すれば、ユーザは、マップで表示するデータソース
を選択し、マップを作成してスタイルを設定することができます。また、アプリ
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ケーションの表示方法やデザイン、さらには機能をカスタマイズすることも可能

です。

開発者は、通常、Autodesk MapGuide Enterprise と MapGuide Open Source
をカスタマイズし、企業の Web サイトまたは組織ブランドの Web サイトを使
用してマッピング機能を統合します。MapGuide のインタフェースをカスタマ
イズすることで、その機能を強化することができます。また、MapGuide のサー
バコンポーネントを複雑な統合や分析の要望に合うように構築することも可能

です。

関連情報: Autodesk MapGuide Enterprise および MapGuide Open Source の
詳細については、以下のサイトを参照してください。

■ www.autodesk.co.jp/mapguideenterprise

■ mapguide.osgeo.org

Autodesk Topobase
Autodesk Topobase (日本未発売)は、インフラストラクチャの設計機能や資産管
理機能を組織全体のユーザに提供します。AutoCAD Map 3D と AutoCAD のす
べての機能を使用することで、地理データや属性データの計画、設計、分析を

Autodesk Topobase でグラフィカルに行うことができます。

Autodesk Topobaseのコンポーネント

Autodesk Topobaseは、以下のコンポーネントから構成されています。

■ Topobase Client — AutoCAD Map 3D を基盤とするデスクトップクライア
ント。AutoCAD Map 3D の基本的な機能(視覚化、作成、編集、印刷など)が
拡張され、特にデータルール、ビジネスルール、ワークフロー、強化され

た照会や分析、その他のデータベース関連の機能がさらに拡張されています。

■ Topobase Web — Autodesk MapGuide Enterprise を基盤とする Web アプ
リケーション。CAD ユーザ以外とインフラストラクチャや資産に関する情報
を共有するときに使用します。また、Web インタフェース経由でのデータの
作成、編集、照会が可能です。

■ Topobase Administrator — Oracle Spatial データベース内のデータ構造管
理、データへのアクセス制御、およびデータルールとビジネスルールの管
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理を行うためのアプリケーション。Web アクセスなど、ソリューション(モ
ジュール)の開発、カスタマイズ、拡張が簡単に行えます。

■ 業種別統合モジュール — Topobase に業界独自のデータモデルとビジネス
ルールを組み込むことのできる拡張モジュールです。業種別モジュールでは、

ガス、上下水道、電気など、インフラストラクチャ固有のクラスを管理しま

す。Topobase のデータモデルは、特定の企業または組織の資産管理ニーズ
に合わせて修正されることがあります。ワークフローとビジネスルールは、

組織全体で繰り返し行われる一貫したプロセスを提供します。

Autodesk Topobase には、Topobase と企業アプリケーションとの統合、ユーザ
インタフェースの合理化、または企業固有の機能の追加といった一連のカスタマ

イズを行うための別の方法が用意されています。

関連情報: Autodesk Topobase の詳細については、以下のサイトを参照してくだ
さい。

■ www.autodesk.com/topobase (英語版)

AutoCAD Raster Design
AutoCAD Raster Design は、AutoCAD 環境内部への地理空間画像データの挿
入、操作、編集、表示のためにオートデスクが提供しているソリューションで

す。AutoCAD Raster Design によって、AutoCAD プラットフォーム製品のイ
メージ表示機能が拡張され、設計者が CAD オブジェクトと画像を重ね合わせて
表示することで、画像の補正や位置修正、高品質地図や図面を生成することもで

きるようになります。

AutoCAD Raster Design を使用すれば、AutoCAD ユーザがスキャンした紙図
面、航空写真、数値標高モデル(DEM)、衛星データを AutoCAD 図面で有効に使
用することが可能になります。ユーザは、モノクロ 2 値、グレイスケール、カ
ラー画像などのラスターイメージを AutoCAD 図面に挿入し、補正、編集、分析
や、結果の書き出しを行うことができます。

Raster Design は、衛星画像、ウェーブレット変換による圧縮画像、DEMなど、
さまざまなソースからの画像データに対し、 AutoCAD 環境での分析と表示を可
能にします。また、Raster Design には、デジタル形式に変換された紙ベースの
図面を効率的に清書して保管するためのツールも用意されています。

AutoCAD Raster Design | 7

www.autodesk.com/topobase


多くの場合、AutoCAD Raster Design は、複雑なイメージ編集のワークフロー
を自動化するためにカスタマイズされます。

関連情報: AutoCAD Raster Design の詳細については、以下のサイトを参照して
ください。

■ www.autodesk.co.jp/rasterdesign

Autodesk Design Review
Autodesk Design Review は、図面を作成したアプリケーションを使用すること
なく、プロジェクトチームのメンバーが、2D や 3D の設計の閲覧、印刷、計
測、マークアップを行うことができるフリーのソフトウェアアプリケーション

です。Design Review では、Design Web Format (DWF)ファイルを使用します。

Design Review に付属の Autodesk 独自の図面(DWG)表示ツール、DWG
TrueView™を使用すれば、Autodesk 図面(DWG)や図面変換形式(DXF)ファイル
を忠実に表示することができます。DWG TrueView から DWG ファイルを DWF
ファイルとしてパブリッシュし、Design Review のすべての機能を活用すること
が可能です。

注: Autodesk Design Review と DWG TrueView は、AutoCAD Map 3D のオ
ブジェクトデータやその他の付属データではなく、図面オブジェクトと連動し

ます。FDO データは、Autodesk Design Review や DWG TrueView で表示する
前に、CAD 図面オブジェクトに変換する必要があります。CAD 図面オブジェク
トと地理空間データの詳細については、データタイプ (11ページ)を参照してく
ださい。

Design Review には、以下の機能があります。

■ DWF、DWG、DXF、DGN、JT、ラスターの各ファイルの表示、印刷、およ
びパブリッシュ

■ 計測、マークアップ、注釈の各ツール

■ イメージやドキュメントなど、プロジェクトデータの単一ファイルへの統合

■ 技術変更指示を管理するためのステータス追跡
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■ Autodesk の設計ソフトウェアとマークアップのラウンドトリップ。変更や
コメントといったマークアップ情報をもとの CAD ファイルと重ねて表示し
ます。

関連情報: Autodesk Design Review の詳細については、以下のサイトを参照し
てください。

■ www.autodesk.co.jp/designreview

Autodesk RealDWG
RealDWG 開発者ツールキットは、C++と .NET 開発者がAutoCAD DWG ファ
イルや DXF ファイルを表示および編集するときに必要なソフトウェアライブラ
リです。このテクノロジは、ObjectDBX™として知られていました。

RealDWG は ObjectARX のサブセットで、AutoCAD DWG ファイルおよび DXF
ファイルの表示および編集用の API が含まれています。RealDWGは、スタンド
アロンのソフトウェア開発環境内で起動される組み込み型のツールキットです。

データ表示機能や AutoCAD ユーザインタフェースへのアクセスはいずれも含
まれていません。

注: RealDWG は、図面オブジェクトと連動し、AutoCAD Map 3D のオブジェ
クトデータや CAD 図面要素上の他の拡張機能では機能しません。そのため、
FDO で管理された地理空間データを表示および編集することはできません。CAD
図面オブジェクトと地理空間データの詳細については、データタイプ (11ペー
ジ)を参照してください。

RealDWG 2009 SDK は、有償でライセンス提供され、オートデスクの承認が必
要です。

関連情報: RealDWG の詳細については、以下のサイトを参照してください。

■ www.autodesk.co.jp/realdwg
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Autodesk DWF Toolkit
Autodesk DWF Toolkit は、2D または 3D の DWF ファイルを表示および編集
するための API です。この API には、C++ ライブラリとソースコードが含まれ
ており、クロスプラットフォーム(Windows、Mac、Linux)対応です。

関連情報: Autodesk DWF Toolkit の詳細については、以下の以下のサイトを参
照してください。

■ www.autodesk.co.jp/dwftoolkit (英語版)
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地理空間データ

概要

データはすべての地理空間アプリケーションの中央に配置されます。地理空間の

処理では、さまざまなソースの各種データを組み合わせる場合があります。アプ

リケーションは、可能な限りデータを本来の形式で処理することが重要です。不

要なデータ変換によって余分な作業が追加され、データの損失やエラーの原因に

なります。

データタイプ

地理空間のワークフローで使用される一般的なデータタイプは次のとおりです。

■ CAD データ

■ GIS フィーチャデータ

■ GIS ラスターデータ

CADデータ

CAD データは、一般的な図面上の線や記号を指します。標準的な CAD 図面では、
そのすべてのデータが AutoCAD DWG ファイルなど 1 つのファイルに含まれま
す。これによりファイルの編集は容易になりますが、一緒に格納できるデータの

量や種類は限られます。

2

11



CAD 図面内のオブジェクトは、図面オブジェクト、DWGオブジェクト、また
は AutoCADエンティティと呼ばれます。オブジェクトの形式は、ページ上の線
と形状によって決まります。図面内でのグラフィックスオブジェクトの位置は、

オブジェクトの実際の場所を表すことがありますが、必ずしもそうであるとは限

りません。CAD 図面は、通常はいくつかの画層に編成され、同種のオブジェク
トは同じ画層にまとめられますが、それは厳密な要件ではありません。たとえば

1 つの画層に、消火栓を表す図面要素と、それらを接続している給水管の両方を
含めることができます。CAD 図面では、消火栓と給水管の画層に、注釈と呼ば
れるラベルや属性を表すグラフィックスが含まれる場合があります。個々のオブ

ジェクトや注釈には、それぞれ固有のスタイルを設定できます。

GISフィーチャデータ

地理情報システム(GIS)は、通常は CAD 図面とは異なるアプローチを取ります。
GIS では、未処理データとその表示方法の間に明確な区別があります。データに
は位置の座標と属性が含まれますが、その表示方法に関する本質的な情報は含ま

れません。

フィーチャは座標の集まりであり それらの座標によって 1 つのオブジェクトの
実際の位置が表されます。フィーチャは、道路、街灯の場所、川、選挙区、また

は地理的な座標で表現できるすべてのものを表すことができます。フィーチャの

座標は 1 つのグループとして扱われます。多くの場合 フィーチャには追加情報
を提供する属性やプロパティも含まれます。これらの属性は、川の名前、ビルの

竣工日、都市の人口、または道路の車線数など、ほとんどあらゆるタイプに設定

できます。

12 |第 2章 地理空間データ



フィーチャクラスは、論理的に共通する同じタイプのフィーチャの集まりです。

そのいくつかの例は、都市の道路、土地の区画、または街灯の場所などです。

フィーチャを表示するには フィーチャの表示方法を定義するスタイルや一連の
規則を割り当てる必要があります。同じフィーチャに異なるスタイルが適用され

ると、表示結果が異なります。たとえば 一連のフィーチャによって不動産の境
界を表すことができます。個々の区画を表している各フィーチャに対して、属性

データに不動産の評価額や許容される用途を含めることもできます。不動産の評

価額に基づいて区画を色分けするスタイルは、許容される用途に基づいて色分け

するスタイルとは結果が異なります。属性の値に基づいてスタイルを割り当てる

ことは、テーマ設定とも呼ばれます。

GISラスターデータ

ラスターデータ、つまりデジタル写真のようなピクセル単位のデータは、フィー

チャや図面データのオーバレイまたは背景として使用できます。GIS アプリケー
ションでは ラスターデータによってグリッドデータを表すこともできます。そ
の場合、グリッド内の各ユニットまたはセルは、マップの小さな領域をカバーす

る質的な価値を表します。たとえば数値標高モデル(DEM)では、各ピクセルには
マップ上の位置に対応する海抜高度が含まれます。DEM の海抜高度を使用し
て、ラスターイメージのスタイルや陰影を設定することができます。

GIS アプリケーションで使用されるラスターファイルは、ラスター内の各ピク
セルがマップ上の各位置に対応するように地理参照される必要があります。一部

のラスターファイル形式では内部の地理参照データが含まれますが、その他の

ラスターファイル形式ではデータ付きの外部ファイルが必要になったり、手動

による位置の調整が必要になります。
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DWF

説明しておく必要のあるもう 1 つのデータ形式は、Design Web Format (DWF)
です。DWF は、マップや設計図面データを保存したり共有する際に使用される
特別なデータ形式として、オートデスクによって開発されました。1 つの DWF
ファイルには、AutoCAD の図面や AutoCAD Map 3D のマップに関する特定の
表現を含めることが可能であり、それは 1 枚の印刷媒体マップの電子版に似て
います。

DWF は主に出力に使用されます。DWF にはデータの視覚表現が含まれますが、
個々のフィーチャやそれぞれの属性を示す追加情報は保持しません。これにより

ファイルサイズは小さくなり、マップやその他の図面を配布する優れた手段に

なります。

Autodesk Design Review は、Autodesk テクノロジのユーザが元のデータを変
更せずに DWF ファイルに朱書きを追加できる手段を提供します。Design Review
を使用して、技術者も技術者でないユーザも図面の共有、確認、マークアップ

を協力して行うことができます。

関連情報: DWF の詳細については、以下のサイトを参照してください。

■ www.autodesk.co.jp/dwf

■ www.autodesk.co.jp/dwf-developers (英語版)

■ www.autodesk.co.jp/dwftoolkit (英語版)
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データソース

GIS データのソースや形式は、CAD データよりも多様です。複雑な地理空間の
ワークフローに使用される可能性のある GIS データのソースは、ローカルファ
イルシステム上のファイル、リレーショナルデータベース内のデータ、さらに

は Web 上のデータに及びます。

一般的な GIS データのソースは次のとおりです。

■ ファイルベースのデータ

■ リレーショナルデータベース

■ Web サービス

ファイルベースのデータソース

ファイルベースのデータソースは、ユーザのパーソナルコンピュータまたはロー

カルネットワーク上の個々のファイルや一連のファイルに格納されます。

CAD データはファイルベースです。標準的な CAD のワークフローでは、各図
面は自己完結型のファイルです。オブジェクトを他の図面からコピーすることは

できますが、コピーされたオブジェクトはソースオブジェクトへのリンクを一

切保持しません。

AutoCAD Map 3D は、複数の図面の CAD データを処理するための機能を追加
します。AutoCAD Map 3D を使用すると、1 つの DWG ファイルに他の DWG
ファイルを添付したり、オブジェクトを「照会」して表示または編集することが

できます。これらの添付された DWG は複数のユーザで共有できます。たとえ
ば、コミュニティ用の道路の場所が含まれた DWG を、水道光熱用の他の DWG
ファイルに添付することができます。道路データに変更を加えると、その道路

データが貼り付けられているされている他のすべての図面でもその変更が反映さ

れます。

他のファイルベースのデータソースは、地理空間フィーチャデータを格納する

ために設計されます。この適切な例としては、多くの Autodesk Geospatial 製品
で使用されている空間データ形式(SDF)があります。オープン形式の SDF は、標
準の FDO プロバイダを使用して読み書きすることが可能です。完全なリレー
ショナルデータベースのさまざまな利点が提供されますが、管理は難しくあり

ません。

通常、ラスターデータは個別のファイルとして格納され、形式は TIFF、GIF、
PNG、JPEG、JPEG 2000 のいずれかになります。これらの形式には、内部の地
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理参照データを含むものがありますが、外部のワールドファイルや他の方法が必

要になるものもあります。

リレーショナルデータベース

リレーショナルデータベースには、Oracle など、地理空間データを格納するの
に適しているものがあります。これらの「空間データベース」には、ジオメトリ

比較を使用して GIS フィーチャデータを格納してクエリーを作成する機能など、
地理データを管理するための機能が追加されています。たとえば、空間データ

ベースを使用すると、従来のように GIS アプリケーションを起動することなく
空間分析を実行し、地理的領域内または特定の道路周辺にあるすべてのフィー

チャを検索することができます。

空間データベースは、データの取得や編集用に最適化されているため、大量の

データを扱うときに他の方法よりもすばやいアクセスが可能です。大量のデータ

を扱ったり、多くのユーザで共有したりするアプリケーションでは、地理的情報

や属性情報を格納するために、リレーショナルデータベースの使用が必要にな

ることがあります。

空間データ対応のリレーショナルデータベースには、フィーチャデータとラス

ターデータの両方を格納することができます。また、地理空間ワークフローの

多くは、地理フィーチャと併せて非空間属性データの分析も必要になります。最

近の企業システムでは、ほとんどの非空間属性データをリレーショナルデータ

ベースに格納しています。FOD を使用することで、リレーショナルデータベー
スに格納されている空間データと非空間データの両方へのアクセスが、多くの

Autodesk アプリケーションで可能となっています。

Webサービス

Web サービスは、ネットワーク経由での相互運用可能なコンピュータ同士の対
話をサポートするソフトウェアシステムです。Web Map Service (WMS)やWeb
Feature Service (WFS)など、地理空間 Web サービスの標準は、Open Geospatial
Consortium (www.opengeospatial.org)によって策定されました。WMS や WFS
標準を実装した Web サービスは、マップイメージや地理フィーチャのそれぞれ
の要求として呼び出されることがあります。Web サーバに送信可能な HTTP 要
求は、これらの標準で定義します。Web サーバは、要求を処理して、マップイ
メージや他の地理空間データを返します。

WMS サーバは、Web ブラウザでの表示に適したイメージを返します。WMS の
HTTP 要求には、パラメータが含まれています。このパラメータには、表示する
マップ領域、使用する空間参照方式、イメージのサイズ、イメージ形式などの値
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があります。透過性をサポートしているイメージ形式を使用すると、それぞれの

画層に分かれているイメージを重ね合わせてマップを作成することが可能です。

WMS サーバは、イメージ上の特定の位置周辺のフィーチャに関する情報を任意
で返すことができます。たとえば、この機能を使用すると、アプリケーションで

先にマップイメージのクエリーを WMS サーバに要求することで、その後、ユー
ザはイメージ上をクリックすれば、特定のフィーチャについての詳細を参照する

ことができるようになります。

WFS サーバは、地理フィーチャのリストを XML 形式で返します。また、WFS
サーバでのフィーチャデータの編集を可能にすることも選択できます。WFS
は、WMS よりも多くの機能を搭載しているため、オプションも多く、仕様もさ
らに複雑です。ただし、最低限の操作として、特定の条件を満たすように指定さ

れた範囲内でのフィーチャのリストを返すように、WFS サーバを設定する必要
があります。WFS サーバでは、データのエンコードに Geography Markup
Language (GML)を使用します。

関連情報: WMS と WFS の詳細については、以下の情報を参照してください。

■ www.opengeospatial.org/standards/wms

■ www.opengeospatial.org/standards/wfs

■ www.opengeospatial.org/standards/gml
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Autodesk Geospatialの
アーキテクチャ

概要

Autodesk Geospatial 製品群は、互いに密接に関係しています。各製品は共通の
データ形式を共有し、多くの場合コンポーネントでさえも共有します。

AutoCAD Map 3D や Topobase デスクトップクライアントなど、いくつかのデ
スクトップ製品は AutoCAD プラットフォームに基づいて構築されており、地理
空間データを処理するための特定の拡張機能を備えています。Topobase Web ア
プリケーションは、Autodesk MapGuide Enterprise に基づいて構築されていま
す。

Autodesk Design Review など、その他のいくつかの製品は、特定のファイル形式
を処理するためのスタンドアロン製品です。

詳細は製品ごとの説明で提供されています。

AutoCAD® Map 3D
AutoCAD の長所の 1 つは、そのテクノロジを AutoCAD Map 3D など他の製品
に組み込めることです。AutoCAD Map 3D は、AutoCAD 上で構築され、デスク
トップアプリケーションとして動作するスタンドアロンアプリケーションです。

AutoCAD Map 3D のカスタマイズには、完全な AutoCAD Map 3D アプリケー
ションの起動を常に必要とします。

3
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以下に示すように、AutoCAD Map 3D は AutoCAD の機能をいくつかの異なる
方法で拡張します。

■ 図面オブジェクトまたは地理空間フィーチャデータが含まれているマップや

画層を管理する。

■ 地理空間データを AutoCAD Map 3D のワークスペースに取り込むことによ
り、標準的な CAD 操作で表示したり編集できるようにする。

■ 標準的な GIS ツールを使用して地理空間データのスタイルを設定する。

■ 図面オブジェクトの機能を拡張して、地理空間データの多くのフィーチャを

共有できるようにする。たとえば、図面オブジェクトに付加されたオブジェ

クトデータは、GIS フィーチャの属性またはプロパティと同等。

AutoCAD Map 3Dのアーキテクチャ
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Autodesk MapGuide Enterprise
Autodesk MapGuide Enterprise と MapGuide Open Source は、3 層のアーキ
テクチャを備えています。

MapGuideのアーキテクチャ

サーバ層はデータアクセスを処理し、サイトのリソースを管理します。サイト

サーバは、ユーザやグループの識別情報に基づいて、リソースへのアクセスを制

御します。また、マップの作成やレンダリングなど、計算密度の高い処理も実行

します。
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注: MapGuide 環境では、リソースにはマップの作成や表示に必要な要素が含ま
れます(データソース、画層の定義、マップのレイアウトなど)。データソース

は、マップで使用されているデータとその場所を示します。画層の定義は、画層

に使用されるデータソースとそのスタイルの設定方法を示します。マップの定

義は、マップの各画層とその順序を示します。内部的には、すべてのリソースは

XML ドキュメントとして格納されます。

Web 層は、サーバ層とクライアント層との間のコミュニケーションを管理しま
す。Web 層には、Web API を介してアクセスされる MapGuide Web Server
Extensions が含まれます。この API には、データアクセスおよび分析のための
Geospatial Platform API に加えて、MapGuide 専用のクラスやメソッドが含ま
れます。詳細については、Geospatial Platform API の概念 (35ページ)を参照し
てください。MapGuide の各アプリケーションは、あらゆるデータアクセスお
よび分析の機能を実現するために Web API を使用します。

ユーザとの対話はクライアント層で行われます。シンクライアントアプリケー

ションでは Web ブラウザのみ必要ですが、シッククライアントアプリケーショ
ンではクライアントコンピュータに追加のプログラムがインストールされてい

る必要があります。

MapGuide サーバのリソースを定義する際に使用されるオーサリングツールと
しては、次の 2 つのアプリケーションを利用できます。Autodesk MapGuide
Studio は、ほとんどの機能を提供します。これは、MapGuide で使用するマッ
プや地理空間データを準備する際のあらゆる局面を処理します。MapGuide Web
Studio は、無料かつオープンソースの Web に基づくオーサリングツールであ
り、データソース、画層、およびマップのリソースを定義します。これは、プ

ラットフォームを超えて Firefox、Safari、Internet Explorer など複数の Web ブ
ラウザで動作する AJAX アプリケーションです。MapGuide Web Studio は
MapGuide Open Source とともに組み込まれます。

MapGuide を操作するほとんどのユーザには クライアント層を構成するビュー
アアプリケーションが表示されます。ビューアアプリケーションは、マップを

表示したりユーザの要求を処理します。それらの要求のほとんどは Web 層に送
られて処理されます。MapGuide DWF Viewer は、Windows 上で Internet
Explorer 内部のブラウザプラグインとして実行されます。その中心的な機能に
は Autodesk Design Review が使用されます。AJAX Viewer は 1 つの JavaScript
アプリケーションであり、Mozilla Firefox、Safari、Internet Explorer など、ほ
とんどの標準的な Web ブラウザで実行されます。

ビューア内部のボタンやコマンドは、Web 層によって処理される操作を実行す
る場合があります。
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関連情報: Autodesk MapGuide Enterprise、Autodesk MapGuide Studio、およ
び MapGuide Open Source の詳細については、以下のサイトを参照してくださ
い。

■ www.autodesk.co.jp/mapguideenterprise

■ www.autodesk.co.jp/mapguidestudio

■ www.osgeo.jp/

Autodesk Topobase
Topobase(日本未発売)は、エンジニアリング部門、GIS 部門、業務部門、および
営業部門からの空間情報に対する組織的なアクセスを提供します。データは

Oracle Spatial データベースに格納されます。このデータベースは、大企業レベ
ルのアプリケーションに必要なセキュリティ、整合性、およびパフォーマンスを

提供します。Topobase デスクトップクライアントは AutoCAD Map 3D に基づ
いて構築され、業種別の追加モジュールを備えています。Topobase Web アプ
リケーションは Autodesk MapGuide Enterprise に基づいて構築され、データを
必要に応じて配信できる機能を提供します。
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Topobaseのアーキテクチャ

以下の表に、Topobase API を構成する API コンポーネントを示します。

テクノロジ適用対象:APIコンポーネント

Javaおよび PL/SQLサーバ側 : Oracleデータベースにロード
される

サーバ API

C#、VB.NETクライアント側 : TB Client、Web、およ
び Administrator

フレームワーク API

フォーム API

フィーチャルール API

マップ API
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テクノロジ適用対象:APIコンポーネント

ユーティリティ API

ワークフロー API

クライアント側 : TB Client, Web、
Administrator、およびモジュール

モジュール API

テンプレート API

いずれかの .NET言語クライアント側 : TB Client, Web、
Administrator、およびモジュール

プラグイン

AutoCAD Raster Design
Raster Design は 1 つのアドオンコンポーネントであり、AutoCAD、AutoCAD
Map 3D、AutoCAD Civil 3D などの AutoCAD 製品ライン上で直接実行されま
す。Raster Design のインストーラは、ご使用のコンピュータにすでにインストー
ルされている AutoCAD ベースのアプリケーションを識別し、各製品上で Raster
Design を起動するための適切なスタートアップアイコンを作成します。

AutoCAD Raster Design のカスタマイズは、実行中の AutoCAD 環境内から実
行されるスクリプトです。

Autodesk Design Review
Autodesk Design Review は、Microsoft Windows 上で実行されるスタンドアロ
ンのアプリケーションです。このアプリケーションは、Microsoft Internet
Explorer や Microsoft Office アプリケーションに組み込まれた状態で実行する
こともできます。

Autodesk MapGuide Enterprise および MapGuide Open Source の DWF Viewer
コンポーネントは、Internet Explorer 内部の ActiveX コントロールとして Design
Review を使用します。
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Autodesk Geospatial API

概要

Autodesk Geospatial 製品群に対応した API は、基本的な自動化から複雑なデー
タ操作および分析まで、幅広いカスタマイズオプションを提供します。この API
を使用することにより、各製品の機能を拡張して、さまざまな組織のニーズに合

わせることができます。

いくつかの API は製品に付属していますが、その他は個別のソフトウェア開発キッ
ト(SDK)を使用する必要があります。詳細は製品ごとの説明で提供されています。

AutoCAD Map 3D APIの概要
カスタマイズ機能言語API

図面オブジェクト、オブジェクトデータ、

および図面セットの操作。

C++、.NETMap 3D ObjectARX API

地理空間フィーチャデータ、座標系、お

よびジオメトリ分析の操作。

.NETGeospatial Platform API

AutoCAD Map 3Dでのマップ、画層、お
よびリソース

.NETMap 3D Platform API

シンプルな自動化(図面セット、クエ

リー、オブジェクトデータなど、いくつ

かの Map 3D機能の操作を含む)。

VB、VBAActiveX API

4
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カスタマイズ機能言語API

ActiveX APIと同様の機能に、マップの印
刷およびトポロジのサポートを追加。

AutoLISPAutoLISP API

地理空間フィーチャデータのソースを操

作するための高度な機能。

C++、.NETFDO (フィーチャデータオ
ブジェクト) API

Autodesk MapGuide Enterpriseおよび MapGuide Open Source APIの概要
カスタマイズ機能言語API

地理空間フィーチャデータ、座標系、マッ

プ、画層、およびジオメトリ分析の操作。

ASP.NET、
PHP、およ

Geospatial Platform API

び

Java/JSP

Viewerでのユーザインタラクション、
Web層とのコミュニケーション。

JavaScriptViewer API

サイトリポジトリでのデータのロードお

よび管理。Autodesk MapGuide Studioで
使用可。

C++Studio API

Autodesk Topobase APIの概要
カスタマイズ機能言語API

次のような幅広い機能があります。.NETClient/Framework API
■ データベースアクセス(Oracle Spatial
の完全サポート)

■ Topobaseフィーチャの読み取り/書き
込み

■ ジョブ(ロングトランザクション)の処

理

■ フィーチャルールおよびフォームの

操作

28 |第 4章 Autodesk Geospatial API



カスタマイズ機能言語API

■ ユーザインタフェースおよびワーク

スペースの管理

■ ドキュメント、ワークスペース、マッ

プ、および画層の操作

■ Topobase Administratorの操作

■ Topobase Clientのカスタマイズ

■ 垂直統合アプリケーションおよびプラ

グインの作成

Oracleデータベースとの直接的なやりと
り(ジオメトリ、フィーチャ、およびトポ

Java、
PL/SQL

サーバ側 API

ロジを操作するためのメソッドを含む)。

この機能の多くは Client/Framework API
で公開されているため、サーバ側 APIは
通常はアプリケーション開発には使用さ

れません。

AutoCADおよび AutoCAD OEM APIの概要
カスタマイズ機能言語API

AutoCAD環境の完全なカスタマイズに
は、以下のものがあります。

C++、.NETAutoCAD ObjectARX API

■ AutoCADデータベースへのアクセス

■ AutoCADエディタとのやりとり

■ Microsoft Foundation Classes (MFC)
を使用したユーザインタフェースを

作成する

■ MDI (Multiple Document Interface) の
サポート

■ カスタムクラスを作成する

■ 複雑なアプリケーションを作成する

■ 他のプログラミング環境とのやりとり
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カスタマイズ機能言語API

AutoCADの標準オブジェクトを使用した
基本的な自動化。VBAを使用する他のア

VB、VBAAutoCAD ActiveX API

プリケーション(Microsoft Officeなど)との
統合も可能。

AutoCADの標準オブジェクトを使用した
基本的な自動化。

AutoLISPAutoCAD AutoLISP API

AutoCAD Raster Design APIの概要
カスタマイズ機能言語API

ラスターイメージのインポート、管理、

およびエクスポート。

VBAActiveXインタフェース

Autodesk Design Review APIの概要
カスタマイズ機能言語API

Autodesk Design Reviewおよび DWF
Viewerで使用可能なツールやコマンドの
カスタマイズ。

.NET、
JavaScript

Autodesk Design Review
API

DWFファイルを読み書きするアプリケー
ションを作成するための SDK。個別のダ
ウンロード。

C++DWF Toolkit

WindowsアプリケーションからDWFファ
イルを作成するためのWindowsプリンタ

DWF Writer

ドライバ。Autodesk Design Reviewに付
属。

AutoCAD Map 3D API
AutoCAD Map 3D には以下の API が含まれています。各 API は以降のセクショ
ンで詳しく説明されています。
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AutoCAD Map 3D API
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新しいアプリケーションの開発では、可能な限り .NET API を使用してくださ
い。これらの API によってほぼすべての機能にアクセスできます。

Geospatial Platform API

Geospatial Platform API は通常、AutoCAD Map 3D をカスタマイズして、デー
タ管理のワークフローを簡素化したり、AutoCAD Map 3D 地理空間ツールの機
能を追加または変更するために使用されます。AutoCAD Map 3D に対応した
Geospatial Platform API は、当初は AutoCAD Map 3D 2008 とともにプレビュー
リリースとして利用できましたが、現在はその製品に完全に統合されています。

これは、地理空間データの読み取り、書き込み、および操作のための .NET API
です。この API の多くは Autodesk MapGuide Enterprise および MapGuide
Open Source と共有されますが、Map 3D Platform API 固有のいくつかの拡張
機能があります。

Geospatial Platform API の製品固有の拡張機能は、AutoCAD Map 3D および
Autodesk MapGuide Enterprise の分散アーキテクチャによって必要とされま
す。AutoCAD Map 3D はデスクトップ製品であり、AutoCAD Map 3D の各マッ
プは、それぞれ DWG ファイルに格納された専用のリソースリポジトリを備え
ています。MapGuide 製品は Web ベースであり、そのサイト用の共有リポジト
リを備えています。拡張機能はこれらの違いを処理し、各製品に渡るいくつかの

標準的な .NET 機能(イベント処理など)も提供します。

AutoCAD Map 3D では、Geospatial Platform API と Map 3D Platform API は
.NET アセンブリとして利用できます。

詳細については、Geospatial Platform API の概念 (35ページ)を参照してくださ
い。

Geospatial Platform API のマニュアルは、AutoCAD Map 3D とともにインス
トールされます。この API を使用するために必要なアセンブリやその他のコン
ポーネントは、AutoCAD Map 3D SDK に付属しています。この SDK は、
www.autodesk.co.jp/developercenterの Developer Center から入手できます。

フィーチャデータオブジェクト

フィーチャデータオブジェクト(FDO)データアクセステクノロジは、AutoCAD
Map 3D の Geospatial Platform API によって内部的に使用されます。FDO は、
プロバイダをベースにしたモデルを利用して、地理空間データを読み書きしま

す。AutoCAD Map 3D には、ほとんどの標準的な地理空間データ形式で使用可
能な FDO プロバイダが付属しています。詳細は、FDO データアクセステクノ
ロジ (40ページ)を参照してください。

32 | 第 4章   Autodesk Geospatial API

www.autodesk.co.jp/developercenter


FDO は、Open Source Geospatial Foundation (fdo.osgeo.org) のオープンソー
スプロジェクトの 1 つです。このサイトには、ソースコードやバイナリに加え
て、その他のプロバイダも用意されています。

FDO API のマニュアルは、AutoCAD Map 3D とともにインストールされます。
この API を使用するために必要なアセンブリやその他のコンポーネントは、
AutoCAD Map 3D SDK に付属しています。この SDK は、
www.autodesk.co.jp/developercenterの Developer Center から入手できます。

AutoCAD ObjectARX API

AutoCAD ObjectARX API は、C++ API または .NET API として利用できま
す。.NET API は C++ API の管理対象ラッパーであり、同等の機能を提供しま
す。

AutoCAD Object ARX API は AutoCAD SDK に付属しています。この SDK は、
www.autodesk.co.jp/developercenterのデベロッパーセンターから入手できます。

AutoCAD Map 3D ObjectARX API

AutoCAD Map 3D ObjectARX API は、C++ API または .NET API として利用で
きます。.NET API は C++ API の管理対象ラッパーであり、同等の機能を提供し
ます。.NET API の構成は、標準的な .NET モデルにより忠実に従うようにする
ため、C++ API の構成とは若干異なる点に注意してください。

AutoCAD Map 3D Object ARX API は AutoCAD Map 3D SDK に付属していま
す。この SDK は、www.autodesk.co.jp/developercenterのデベロッパーセンター
から入手できます。これらは AutoCAD ObjectARX API も必要とします。

注: AutoCAD Map 3D ObjectARX API は、その中心的な機能を AutoCAD
ObjectARX API に依存しています。AutoCAD 用と AutoCAD Map 3D 用のど
ちらの SDK も、同じフォルダにインストールする必要があります。AutoCAD
Map 3D SDK のいくつかのコンポーネントによって AutoCAD SDK に付属する
コンポーネントが置き換えられるため、必ず AutoCAD SDK を先にインストー
ルする必要があります。

従来の API

AutoCAD Map 3D ActiveX および AutoLISP API は、Autodesk Data Extension
(ADE)機能をサポートしています。この機能には、図面セット、クエリー、オブ
ジェクトデータが含まれます。AutoCAD Map 3D AutoLISP API は、マップの
印刷およびトポロジもサポートしています。これらの API には、FDO を介した
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地理空間データへのアクセスといった、新しい AutoCAD Map 3D の機能は含ま
れていません。このため、これらの API はいくつかの基本的な自動化には使用
できますが、新しいアプリケーションの開発には使用すべきではありません。従

来の API は、AutoCAD Map 3D とともにインストールされます。マニュアルは
[ヘルプ]メニューから利用できます。

Autodesk MapGuide Enterpriseおよび
MapGuide Open Source API

MapGuide 環境の異なる階層によって、異なる API が公開されます。MapGuide
アーキテクチャについての詳細は、Autodesk MapGuide Enterprise (21ページ)
を参照してください。

MapGuide API はすべて製品とともにインストールされます。個別の SDK をイ
ンストールする必要はありません。

Web API

Web API は、Web 層で実行されているアプリケーションによって利用できま
す。Web API には、Geospatial Platform API に加えて、MapGuide 専用のいく
つかのクラスやメソッドが含まれています。Platform API についての詳細は、
Geospatial Platform API の概念 (35ページ)を参照してください。

Web API は、ASP .NET、Java/JSP、および PHP で利用できます。

Viewer API

Viewer API は、AJAX Viewer と DWF Viewer によって使用される JavaScript
API です。2 つの Viewer の間では、ほぼすべての呼び出しが同じです。

Viewer API には、画面移動、ズーム、ディジタイズなど、Viewer を操作するた
めのメソッドが含まれています。また、Web 層に要求を送信するためのメソッ
ドも含まれています。

ほとんどの MapGuide カスタムアプリケーションは、Web API と Viewer API
の呼び出しを組み合わせて使用します。
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Studio API

Studio API は .NET API の一種であり、Autodesk MapGuide Studio によって
データをサイトリポジトリにロードするために使用されます。この API を使用
して、外部データソースのロード手順を自動化します。

フィーチャデータオブジェクト

フィーチャデータオブジェクト(FDO) API は、Autodesk MapGuide Enterprise
および MapGuide Open Source の Geospatial Platform API によって内部的に
使用されます。ほとんどのアプリケーションでは、この API に対して直接プロ
グラミングする必要はありません。

Geospatial Platform APIの概念
Geospatial Platform API は、Autodesk Geospatial 製品ラインに最近追加され
た製品です。当初は Autodesk MapGuide Enterprise および MapGuide Open
Source 用として開発され、AutoCAD Map 3D にも追加されていました。

ほとんどの API は各製品で共有されます。実装の違いは、通常は各製品の基盤
となるアーキテクチャの違いの結果です。

この API の主な機能は次のとおりです。

■ SHP、SDF、Oracle Spatial データベースなど、さまざまなソースのデータを
読み書きするための標準化されたメソッド。

■ ジオメトリやジオメトリオブジェクトを定義するための柔軟なメソッド。

■ ジオメトリ分析のためのメソッド'(交差、結合、差分といった一般的な空間
操作を含む)。

■ 座標系ジオメトリ(座標系の変換など)。

■ イベント、コレクション、および同様のオブジェクトをサポートするための

クラス。

AutoCAD Map 3D では、Geospatial Platform API は .NET API として利用する
ことが可能であり、あらゆる .NET 言語から呼び出すことができます。MapGuide
Enterprise および MapGuide Open Source では、Geospatial Platform API は
ASP .NET、Java/JSP、および PHP で利用できます。この API は各言語の構文に
よって若干の違いはありますが、それ以外はすべての言語で一貫しています。
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MapGuide は FDO によって管理されるフィーチャソースのみ処理するため、
最もシンプルな実装形態です。AutoCAD Map 3D は CAD 図面オブジェクトも
処理するため、MapGuide よりも複雑です。

Geospatial Platform API におけるリソースは、マップのコンポーネントを定義
する XML ストリームです。さまざまなリソースタイプのいくつかを以下に示
します。

■ FeatureSource: FDO フィーチャソースに接続して処理するために必要な情
報が含まれます。

■ LayerDefinition: マップ層に存在する各フィーチャと、それらのスタイル
を設定する方法を示します。

■ MapDefinition: マップレイアウトを示します。

リソースはリソースサービスによって管理されます。リソースサービスを処理

するには、XML の読み取り、書き込み、および修正が必要です。その他のサー
ビスはリソースを使用します。たとえば、フィーチャサービスは FDO データ
ソースに接続する際に FeatureSourceリソースを使用します。

MapGuideのデータアーキテクチャ
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AutoCAD Map 3D は AutoCAD プラットフォーム上で構築されるため、その実
装形態は MapGuide とは若干異なります。MapGuide では、リソースはサイト
リポジトリに格納されます。一部のリソースは MapGuide のすべてのセッショ
ンで利用できますが、その他のリソースは個々のセッションに限られます。

AutoCAD Map 3D では、リソースは内部的に DWG ファイルに格納されます。
これは、異なるマップ間でリソースを共有できないことを意味します。マップご

とに専用のリソースのコピーを保持する必要があります。

AutoCAD Map 3D は、フィーチャを編集する際に AutoCAD の図面ツールを使
用します。フィーチャサービスは、AutoCAD 図面オブジェクト(AcDb エンティ
ティ)と Platform API 地理空間フィーチャとの間の必要な変換を行います。

AutoCAD Map 3Dのデータアーキテクチャ

Autodesk Topobase API
Autodesk Topobase は、データを Oracle Spatial データベースに格納します。
そのデータベースは、Autodesk Topobase によってワークフロー、ビジネスルー
ル、ロングトランザクション(ジョブ)、トポロジを実装する際にも使用されま

す。Microsoft .NET Framework において Autodesk Topobase API を利用する
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により、保存されているデータにアクセスしたり、Autodesk Topobase を拡張
したり、カスタムアプリケーションやプラグインを作成することができます。

Autodesk Topobaseのデータアーキテクチャ

プラグイン

プラグインは Topobase のクライアント側の拡張機能であり、個々の組織の要件
に対して Topobase Client、Topobase Web、Topobase Administrator をカス
タマイズできるようにします。プラグインは、あらゆる .NET 言語で開発できる
.NET クラスライブラリとして、ユーザインタフェースをカスタマイズしたり、
ワークスペースを管理したり、ユーザによるドキュメントやワークスペースの操

作を制御することができます。プラグインを作成するときは、Topobase Plug-in
(TBP)ファイルも作成する必要があります。このファイルはファイル名に .tbp

という拡張子が付いた XML ファイルであり、Topobase に対してプラグインの
処理方法を伝えます。

Client API

Topobase Client API は完全な管理対象コードであり、Topobase の主要コンポー
ネントへのアクセスを提供します。たとえば、この API によってフィーチャを
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挿入、修正、削除したり、トピック(フィーチャクラスのグループ)およびドメイ

ン(フィーチャの属性に対して定義された値の組み合わせ)を操作することができ

ます。

データ層

Topobase API は、標準的なデータベーストランザクションをサポートするとと
もに、Oracle Database 内の地理空間オブジェクトやデータを管理するための
Oracle Spatial を完全にサポートしています。この API は、フィーチャ(行)を読
み書きしたり、フィーチャクラス(テーブル)に対する定型化されたアクセスを提

供します。ロングトランザクションインタフェースには、ジョブの処理や結合

のためのルーチンが含まれます。また、クライアント側のフィーチャルールの

操作や、カスタムフィーチャルールの作成もサポートしています。

マップ層

Topobase API のマップインタフェースには、マップサービスや座標系の変換
のために 50 個以上のメソッドが含まれており、それぞれによる AutoCAD Map
3D でのクライアント側の操作に関する処理や、MapGuide Enterprise での Web
に関する処理と同じように機能します。

ユーザインタフェース層

Topobase Forms API は、Topobase のフォームやコントロールへのアクセスを
提供します。これらは、Topobase フィーチャデータの編集、表示、および分析
のための主な手段です。この API を使用することにより、フォーム上のコント
ロールや要素の場所を操作して、個々の要件を満たすことができます。

業種別統合モジュール

次に示す Topobase APIのいくつかのコンポーネントは、新しい業種別統合ア
プリケーションモジュールの開発を支援します。

■ 構造のアップデート — この API は、データモデルを管理するための基本的
な機能を提供します。

■ ワークフロー

■ フィーチャルール
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ワークフロー

Topobase Workflows API により、ワークフローを使用してユーザが複雑なタス
ク(データの取得、分析、レポートなど)を遂行できるようにガイドするカスタム

プラグインを作成できます。

フィーチャルール

フィーチャルールとは、事前に定義されたアルゴリズムに従ってデータを処理

するためのメソッドやトリガーのことです。各メソッドおよびトリガーは特定の

イベントが発生したときに動作するため、それらを使用して、データの整合性を

チェックしたり、データを訂正したり、新しい機能を追加するといったタスクを

制御することができます。

サーバ側 API

Topobase のサーバ側 API により、Java や PL/SQL. を使用して Oracle データ
ベースを直接操作することができます。この API には、データを管理したり、
ジオメトリ、フィーチャ、トポロジを操作するためのクラスやメソッドが付属し

た Java パッケージが含まれています。

FDOデータアクセステクノロジ
各 GIS アプリケーションは、しばしば同じ課題に直面します。つまり、地理デー
は広範囲のソースから取得され、それらは互換性のないことが多いということで

す。データの変換は、費用や時間のかかるプロセスになりかねません。

フィーチャデータオブジェクト (FDO)は、これらの問題の多くを解消するため
に設計された API です。これは、あらゆる種類の地理空間データを操作する汎
用の API です。FDO は、プロバイダをベースにしたモデルを利用して、データ
にアクセスします。各データ形式はプロバイダを必要とし、プロバイダは、デー

タ形式の低レベルのアクセス要件を処理します。データアクセスの際に FDO を
使用するアプリケーションは、そのまま FDO API を使用することが可能で、そ
の特定の形式の詳細を気にする必要はありません。

FDO アプリケーションの開発には次の 2 つの方式があります。

■ 新しい FDO プロバイダを作成する
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■ FDO API を使用してフィーチャデータを読み書きするアプリケーションを
作成する

新しい形式のデータを操作するには、その形式に対応したプロバイダを使用する

だけです。メインのアプリケーションは一切変更する必要はありません。

FDO プロバイダのモデルには、以下のタイプのデータに対するサポートが含ま
れます。

■ ファイルベースのフィーチャデータ(SHP や SDF など)

■ ファイルベースのラスターデータ(JPEG や TIFF など)

■ リレーショナルデータベース(Oracle Spatial や MS SQL など)

■ Web サービス(WMS や WFS など)

FDO API は、プロバイダが扱えるデータの種類や、データに対して行える処理
を判別できるように、プロバイダの機能を照会するためのメソッドを提供してい

ます。

FDO は、AutoCAD Map 3D、Autodesk MapGuide Enterprise、MapGuide
Open Source、Autodesk Topobase において、地理空間データにアクセスする
ために内部的に使用されます。これらの製品に対応した標準的な API は、ほと
んどのデータアクセスを処理できますが、FDO API はいくつかのオートデスク
製品でも公開されているため、カスタムアプリケーションで必要に応じて使用

することができます。

FDO は、Open Source Geospatial Foundation (fdo.osgeo.org) のプロジェクトの
1 つです。

FDO を使用するオートデスク製品には、ほとんどのタイプの地理空間データを
処理するプロバイダが付属しています。その他のプロバイダは、Open Source
Geospatial Foundation から入手できます。

AutoCAD Raster Design API
AutoCAD Raster Design は VB インタフェースを使用してカスタマイズするこ
とができます。このインタフェースによって、AutoCAD の中から一連の ActiveX
コンポーネントを介して中心的な製品の機能にアクセスできます。このスクリプ

トインタフェースは AutoCAD 環境の内部から呼び出され、シンプルなオブジェ
クトモデルによって定義される機能にアクセスできるようにします。このスク
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リプトインタフェースで利用できるオブジェクトによって、次のような一般的

な機能の分野がカバーされます。

■ 情報—AutoCAD 図面内のイメージに関する情報

■ 挿入—多種多様なタイプや形式のイメージを AutoCAD 図面に挿入する

■ リスト—モデル空間またはペーパー空間からイメージのオブジェクト ID を
取得する

■ 書き込み—AutoCAD 内のイメージを同一形式または異なる形式で保存する

Raster Design ActiveX インタフェースに関する詳細情報は、製品とともにイン
ストールされるAutodesk Raster Design ActiveX リファレンスのヘルプファイル
に記載されています。このヘルプファイルには、説明されたほぼすべてのオブ

ジェクトやメソッドをカバーしている詳細な例が含まれています。

Autodesk Design Review API
ユーザインタフェースをカスタマイズする

Autodesk Design Review API は、アプリケーションを構成する多数のオブジェ
クトにプログラムでアクセスできるようにします。Microsoft Internet Explorer
および Microsoft Office アプリケーションにコントロールを埋め込んでから、
Visual Basic .NET、Visual C# .NET、および JavaScript を使用して、それらの
コントロールをカスタマイズできます。

Design Review API を使用することにより、Design Review および DWF Viewer
のインタフェースを個別の要件に合わせることができます。たとえば、特定の

ツールバーを非表示または表示して、ユーザの利用可能な機能を制御できます。

Design Review API のマニュアルは、DWF Developers ページ
(www.autodesk.co.jp/dwf-developers) (英語版)の Developer Tools リンクから入手
できます。

Autodesk RealDWG API
RealDWG ライブラリにリンクするソフトウェアアプリケーションはホストア
プリケーションと呼ばれ、DWG ファイルや DXF ファイルを作成するための
AutoCAD アプリケーション(AutoCAD Map 3D など)の存在を必要としません。
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ホストアプリケーションは、DWG および DXF の仕様と完全に互換性のある
DWG ファイルや DXF ファイルを生成します。DWG 形式や DXF 形式を処理
する必要のある既存のオートデスクアプリケーションは、AutoCAD に基づくも
のを除いて、RealDWG テクノロジを利用します。

Autodesk RealDWG ホストアプリケーションを作成すると、そのアプリケー
ションによって、AutoCAD の CAD データファイルを直接処理するためのサー
ビスが提供されます。これにより、そのアプリケーションでデータファイルを

AutoCAD の図面(DWG)ファイルまたは Drawing Exchange Format (DXF)ファ
イルとして操作できます。また RealDWG によって、ファイルの操作を実行し
たり、メモリ内のカスタムオブジェクトをサポートすることもできます。

RealDWG ホストアプリケーションを作成するには、オートデスクからライセ
ンスを受ける必要があります。.NET 環境で操作している場合は、DWG 形式や
DXF 形式のセキュリティを実装し、作成したプロセスアセンブリまたは実行可
能ファイルにデジタル署名する特定の手順にも従う必要があります。これらの手

順に従うことにより、新しく作成したホストアプリケーションを意図したとお

りに動作させることができます。

C++ で開発する場合は、それぞれの RealDWG ホストアプリケーションの実行
可能ファイル(.exe ファイル)またはダイナミックリンクライブラリ(.dll ファイ
ル)を、RealDWG SDK に付属する特別なセキュリティオブジェクトとリンクす
る必要があります。

RealDWGと ObjectARX for AutoCADとの違い

RealDWG には ObjectARX の DBX コンポーネントが含まれており、作成した
アプリケーションで DWG ファイルや DXF ファイルを読み書きすることができ
ます。RealDWG には、AutoCAD のユーザインタフェースを表示したり変更で
きる機能はありません。AutoCAD を常にホストアプリケーションとして使用す
る ObjectARX とは異なり、同じコンピュータ上に AutoCAD を必要としない
RealDWG による独自のホストアプリケーションを作成できます。

ObjectARX アプリケーションは、そのホストアプリケーションとして常に
AutoCAD を必要とします。RealDWG は、AutoCAD ソフトウェアの存在を必
要としません。RealDWG はホストアプリケーションを作成する際に使用され
ますが、ObjectARX は使用されません。
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Autodesk DWF Toolkit
アプリケーションを作成する

DWF ファイルを処理するアプリケーションを作成したい場合、Design Web
Format ファイルの仕様は公開されたものを利用することができ、DWF Toolkit
には DWF ファイルを読み書きする方法を示す C++ のサンプルが含まれていま
す。

DWF Toolkit は、32 ビット環境と 64 ビット環境の両方でクロスプラットフォー
ム(Microsoft Windows、Apple Mac OS、Linux)のサポートを提供する 4 つの
コンポーネントで構成されます。

■ DWF Core — クロスプラットフォームのサポートを提供します。

■ DWF Toolkit — DWF ファイルをパッケージとして処理します。

■ WHIP Toolkit — 2D ストリームを処理します。

■ W3D Toolkit — 3D ストリームを処理します。

DWF Toolkit を使用して、次のようなタスクを実行するアプリケーションを作
成できます。

■ あらゆるアプリケーションからの 3D DWF ファイルの読み書き

■ シンプルな 2D インタフェースを作成する

■ 複合 DWF ファイル(3D と 2D が結合されたファイル)の読み書き

このツールキットの現行バージョンでは、AutoCAD 2009 やその他のオートデ
スク設計ソフトウェアによって生成されたDWF ファイルを処理します。

DWF Toolkit は www.autodesk.co.jp/dwftoolkit (英語版)から入手できます。
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Autodesk Geospatialサン
プル

概要

それぞれの地理空間 API と SDK には、すべてサンプルアプリケーションのセッ
トが個々に用意されています。このロードマップでは、すべてのサンプルの詳細

については説明しませんが、最新の API、特に AutoCAD Map 3D のGeospatial
Platform API、Autodesk MapGuide Enterprise、および MapGuide Open Source
について詳しく説明します。

AutoCAD® Map 3D

AutoCAD Map 3D Geospatial Platform API
AutoCAD Map 3D の Geospatial Platform API サンプルは、AutoCAD Map 3D
SDK とともに SDK_dir¥MapSamples¥Platformフォルダにインストールされます。

現在、サンプルは、Microsoft Visual Studio 2005 で使用する C# プロジェクトと
して利用可能です。サンプルの構築および実行の詳細については、各サンプルフォ

ルダの中の ReadMe.txtファイルを参照してください。

BuildMap

BuildMap サンプルでは、外部の地理空間データに接続し、そのデータを使用して
AutoCAD Map 3Dにマップを作成する方法を実際に示します。マップには、該当
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地域のベクトルデータ、交通信号の位置を表すポイントデータ、ラスターイ

メージのオーバーレイが表示されます。さらに、画層を表示する方法を変更する

ためのコマンドがいくつか追加で含まれています。

BuildMapの出力

FindIntersects

FindIntersects サンプルでは、都市の道路を表す外部データをロードします。道
路は、道路セグメントから構成され、各セグメントは、フィーチャクラスの

フィーチャです。

FindIntersects は、Autodesk MapGuide Enterprise で使用する FindIntersectsMG
と非常によく似ています。これは、Geospatial Platform API が異なる製品すべ
てとどのように関連しているかを分かりやすく示した例です。

FindIntersects コマンドを実行すると、マップに別の画層が作成され、道路セグ
メントがどこと交差するかが示されます。
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FindIntersectsの出力

GenerateAnnotation

GenerateAnnotation サンプルでは、外部の SDF ファイルから交通信号の位置
を表すポイントデータをロードします。ファイル内のポイントには、交通信号

の住所と所有者などのフィールドを含む属性データがあります。

GenAnnotation コマンドを実行すると、フィーチャクラスの属性フィールドを
含む注釈ブロックがポイントに追加されます。このサンプルでは、Geospatial
Platform API によってフィーチャデータを取り込み、それらのデータを使用し
て ObjectARX .NET API で注釈を作成する例を実際に示しています。
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GenerateAnnotationsの出力

InputEditor

InputEditor サンプルでは、新しいベクトルフィーチャがマップに追加されたと
きに必ず起動するイベントハンドラを作成します。イベントハンドラによって、

新しいフィーチャに必要な属性データをユーザに示すためのデータテーブルが

表示されます。フィーチャソースから属性のリストを読み込み、属性を使用し

て入力テーブルに行を生成します。
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InputEditorのデータテーブル

NetworkTrace

NetworkTrace サンプルでは、道路網を表すデータをロードします。ユーザが道
路網の始点と終点を選択すると、アプリケーションによって 2 つの点を結ぶ道
路網上のパスがトレースされます。
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NetworkTraceの出力

PolygonOperation

PolygonOperation サンプルでは、2 つの重なり合うポリゴンを示す簡易ファイ
ルをロードします。ユーザは、ポリゴンを選択し、以下の空間演算の 1 つを実
行することができます。

■ 論理差(Difference)

■ 論理和(Union)

■ 論理積(Intersection)

■ 論理減(Subtraction)

複数のポリゴンにも同じ演算子を適用することができます。
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PolygonOperationのソースポリゴン

PolygonOperation (論理差)
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PolygonOperation (論理和)

PolygonOperation (論理積)
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PolygonOperation (論理減)

SpiderNetwork

SpiderNetwork サンプルでは、2 つの SDF ファイルからの個別にデータをロー
ドします。1 つのファイルには、警察署の位置を表すポイントデータが含まれ
ています。また、もう 1 つのファイルには、犯行現場の位置を表すポイントデー
タが含まれています。犯行現場のフィーチャクラスには、さらに犯罪に対応し

た警察署を識別する属性データも含まれています。

スパイダネットワークコマンドを実行すると、犯行現場と管轄の警察署を結ぶ

ラインが含まれている 3 番目の画層が作成されます。

これは、異なるフィーチャクラスからのデータを組み合わせる方法の例を示し

ています。
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SpiderNetworkの出力

AutoCAD Map 3D ObjectARX API
AutoCAD Map 3D ObjectARX API サンプルは、AutoCAD Map 3D SDK の一
部としてインストールされます。c++ のサンプルは、
SDK_dir¥MapSamples¥Platformフォルダのサブフォルダにインストールされま

す。.NET のサンプルは、SDK_dir¥MapSamples¥Platform\DotNetフォルダのサ

ブフォルダにインストールされます。これらのサンプルが利用可能なバージョン

は、VB.NET、C#、C++ です。

ObjectARX API のマニュアルについては、『AutoCAD Map 3D ObjectARX C++
Developer's Guide』および『AutoCAD Map 3D ObjectARX .NET Developer's
Guide』を参照してください。これらのガイドは、AutoCAD Map 3D および
AutoCAD Map 3D SDK と一緒にインストールされます。

サンプルのマニュアルは、それぞれのサンプルフォルダ内にあります。
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AutoCAD Map 3D ActiveXおよび VBA API
AutoCAD Map 3D ActiveX サンプルは、AutoCAD Map 3D とともに
InstallDir¥Sample¥ActiveXフォルダにインストールされます。マニュアルに

ついては、README ファイルまたは VBA ファイル内部を参照してください。

AutoCAD Map 3D VBA サンプルは、AutoCAD Map 3D とともに
InstallDir¥Sample¥VBAフォルダにインストールされます。マニュアルについ

ては、MapSampleReadme.txtファイルを参照してください。

AutoCAD Map 3D AutoLISP API
AutoCAD AutoLISP API サンプルは、AutoCAD Map 3D とともに
InstallDir¥Sampleフォルダにインストールされます。.lsp ファイル内部にマ
ニュアルがあります。

Autodesk MapGuide Enterprise
MapGuide Enterprise には、サンプルデータとサンプルアプリケーションが付
属しています。インストールの方法については、『Autodesk MapGuide Enterprise
のサンプルデータおよびサンプルアプリケーションのインストール』ガイドを

参照してください。

サンプルには、標準の Viewer UI を使用した以下の 2 種類のサンプルがありま
す。

■ 簡単な例。開発者ガイドの該当する章で、API のさまざまな部分をどのよう
に使用するかを指名しています。

■ より複雑な例。完成したアプリケーションがどのように機能するかを示して

います。

さらに、Autodesk MapGuide Enterprise と使用するように設計された個別の製
品である Autodesk MapGuide Studio には、Studio API を使用して MapGuide
サイトリポジトリにデータをロードする方法を示すサンプル一式が含まれてい

ます。
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開発者ガイドサンプル

Hello Map

このサンプルでは、マップを表示する方法と簡単なユーザとの対話を処理する方

法を示します。ユーザがサンプルマップの横にあるリンクをクリックすると、

マップに関する情報が検索されて表示されます。

Hello Viewer

このサンプルでは、MapGuide Viewer API の機能を呼び出すさまざまな方法を
示します。

■ ツールバー、タスクリスト、および右クリックメニューにカスタムボタン

を追加します。このサンプルでユーザがボタンをクリックすると、Viewer
API の ZoomToView() メソッドが呼び出され、特定の位置にマップが再配置

されます。
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■ さらに、このサンプルでは、マップの横にあるタスクペインに表示されてい

るリンクから同じメソッドを呼び出す方法についても示します。

画層を対話形式で操作する

このサンプルでは、API によってマップの画層を制御する方法を示します。

■ 画層の表示設定

このサンプルでは、マップの画層に関する情報を取得する方法を示します。

ユーザがリンクをクリックすると、マップの画層と現在のおよびそれらの現

在の表示/非表示ステータスが一覧表示されます。

■ 道路画層名の変更

このサンプルでは、画層を操作する方法を示します。ユーザがサンプルのリ

ンクをクリックすると、マップの画層名の 1 つが変更されます。

フィーチャデータを使用する

このサンプルでは、マップの基礎をなすデータで作業する方法を示します。

■ フィーチャの照会

このサンプルでは、指定した人が所有するすべての資産など、特別のフィー

チャを一覧表示する方法を示します。

■ 能動的な選択の設定

このサンプルでは、ユーザがフィーチャを手動で選択したときのように、い

くつかのフィーチャを選択する方法を示します。例として、指定した人が所

有するすべての資産を選択します。

■ 選択したフィーチャの一覧表示

このサンプルでは、現在選択されているフィーチャに関する情報を一覧表示

します。

マップと画層を修正する

このサンプルでは、マップとマップの画層を操作する方法を示します。

■ DOM を使用した画層の変更
このサンプルでは、ドキュメントオブジェクトモデルを使用して画層を作

成する方法を示します。例として、1980 年以降に建設された建物すべてに
カラーコードを設定します。
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■ 面積画層の作成

このサンプルでは、エリアに適用されるカラーコードスタイル(「テーマ設

定」)で新しい画層を作成する方法を示します。例として、画層カラーコー

ドの区画を面積単位で作成する方法を示します。

■ 水力発電ライン画層の作成

このサンプルでは、ラインに適用されるテーマ設定で新しい画層を作成する

方法を示します。例として、川を示す画層を作成する方法を示します。

■ 同業者画層のポイントの作成

このサンプルでは、ポイントに適用されるテーマ設定で新しい画層を作成す

る方法を示します。例として、特定の同業者のポイントにマーカーアイコン

を表示する画層を作成する方法を示します。

フィーチャを分析する

このサンプルでは、マップのデータを分析することができるさまざまな方法を示

します。

■ バッファの作成

このサンプルでは、選択した区画のまわりにバッファを作成します。バッファ

は、マップ上に作成され、選択した区画から指定した距離内にあるすべての

区画を示します。

■ バッファ内のフィーチャ検索

このサンプルでは、資産家の名前など、バッファ内のすべての区画にある情

報を一覧表示します。

ディジタイジングとレッドライニング

このサンプルでは、ユーザがマップ上でクリックまたはドラッグしたときに、

ユーザからの入力に応答する方法を示します。

■ ディジタイジング

このサンプルでは、ユーザのクリックした位置をマップの座標に変換する方

法を示します。

■ レッドライニング

このサンプルでは、ユーザがマップ上にラインを作成することができるよう

にする方法を示します。
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カスタム出力

このサンプルでは、印刷または電子配信用マップを準備する方法を示します。

■ プロパティレポート

このサンプルでは、選択したプロパティのイメージが挿入された印刷用ペー

ジを作成する方法を示します。

■ eMap
このサンプルでは、eMap を作成して表示する方法を示します。eMap は、
DWF Viewer が MapGuide サーバにアクセスしてマップを表示することが
できるメタデータを含む DWF の形式です。eMap はコンパクトな形式です
が、インターネットや企業のイントラネットを経由して MapGuide マップ
エージェントにアクセスする必要があります。

■ ePlot
このサンプルでは、ePlot を作成して表示する方法を示します。ePlot は、オ
フラインでの閲覧と印刷用に設計されています。ePlot 内の各マップシート
は、完全なマップイメージで、Autodesk Design Review を使用してオフラ
インで閲覧可能です。

■ マルチ印刷

このサンプルでは、マルチプロットを作成して表示する方法を示します。マ

ルチプロットとは、複数のマップシートが含まれている ePlot です。

Viewerサンプル
Viewer サンプルは、開発者ガイドサンプルより複雑です。これらのサンプルで
は、Autodesk MapGuide Enterprise を使用してアプリケーションを開発するた
めのテクニックをいくつか示します。これらの 3 つのサンプルは、機能的に同
じですが、実際に示される Viewer のテクノロジは異なります。以下のサンプル
があります。

■ DWF Viewer を使用する

■ Ajax Viewer を使用する

■ Ajax Viewer (タイル表示)を使用する
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3 つのサンプルでは、以下についての手順をサンプルごとに示します。

■ MapGuide サイトに接続してセッションを確立する

■ フィーチャデータを照会してジオメトリを操作する

■ サーバサイドスクリプトからマップのビューを変更する

■ XML ベースのリソースを読み込んだり操作する

■ セッション内の一時的なリソースを格納する

■ マップを ePlot DWF として印刷する
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MapGuide Studio APIサンプル
Studio API リファレンスにあるサンプルでは、さまざまなファイル形式から
MapGuide にデータをロードする方法の例をいくつか実際に示します。以下を
参照してください。

■ DwfLoadProcedure クラス

■ DwgComponent.Children プロパティ

■ DwgLoadProcedure クラス

■ RasterLoadProcedure クラス

■ SdfLoadProcedure クラス

■ ShpLoadProcedure クラス

その他の MapGuideサンプル
MapGuide Open Source サイト(mapguide.osgeo.org)には、数多くの実行可能な
アプリケーションのうちのいくつかを示すその他の MapGuide サイトへのリン
クがあります。さらに、これらの外部サイトの多くには、ソースコードへのリ

ンクも含まれています。

Autodesk Topobase
Topobase(日本未発売)開発者ガイドでは、75 種類を超えるサンプルの目的と操
作について説明しています。サンプルは、C# と VB.NET の両方の言語で利用可
能です。また、これらのサンプルでは、以下のタスクを実行する方法など、

Topobase API のさまざまな側面を示します。

■ ユーザを作成する

■ データベースに接続して通信する

■ ユーザインタフェースをカスタマイズする

■ ワークフローを作成する
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Microsoft Visual Studio で Topobase API サンプルを使用するには、Topobase
Client がインストールされている Development¥Samples¥CSharpディレクトリ

またはDevelopment\Samples¥VB.Netディレクトリにあるソリューションファ

イルを開きます。

Autodesk RealDWG 2009
Autodesk RealDWG 2009 には、さまざまな種類のアプリケーションの基本的な
フレームワークを示す以下のサンプルが付属しています。

■ createntでは、AcDbDatabase を作成してエンティティを追加し、追加した
エンティティを DWG ファイルに書き込むための簡単なコンソールアプリ
ケーションを構築する方法を示します。

■ dumpdwgは、DWG ファイルとそれらの内容に関するレポート情報を読み
込むコンソールアプリケーションです。

■ dotnet/dumpdwgでは、C++ dumpdwg サンプルアプリケーションと同じ機
能を持つ VB.NET ホストアプリケーションを構築する方法を示します。

■ polysampでは、カスタムオブジェクトイネーブラを作成して ActiveX
Automation のラッパーでラップする方法を実際に示します。

Autodesk Design Review
Autodesk Design Review API リファレンスマニュアルには、埋め込みコントロー
ルとオブジェクトで作業する方法を示すサンプルコードフラグメントが含まれ

ています。

DWF サンプルコードギャラリーからは、オートデスクのパートナーが C#.NET、
VB.NET および JavaScript で開発したサンプルコードがダウンロード可能です。
このサンプルは、埋め込みコントロールを使用して作業する方法を実際に示しま

す。また、ギャラリーには、サンプルもあります。
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